
 秀坊くん 

（本校のイメ

ージキャラク

ターです） 

 

 

「学びの集団づくり」を進めるためにご協力いただきたいこと 

本年度も折り返しの時期を迎えました。１０月・１１月は行事も多く、児童生徒が活躍する場が増えるこ

とが期待されます。元気に活動する姿をご覧いただけるよう、多様な支援を行ってまいります。 

児童生徒の学校生活のほとんどは「授業」で成り立っています。授業を通して生活リズムを確立するこ

とが大切であると考えます。そんな中で教員から「学習に関わる約束事が不明確であったり、学年により

食い違いがあったりする」ことが提起されたので、検討をしてまいりました。こちらに基本線を提示させて

いただきます。ご家庭でもお子さんとご確認ください。なお、個人の事情により、この基本線に沿うことが

できない場合は、担任にご相談ください。    （校長 尾見 裕史） 

 

○ 筆記用具等について 

✓ 筆記用具の数量の調整をお願いします。 

シャープペンシル 9 8 7 6 5 4 3 2 1 えんぴつ 

ボールペン 9 8 7 6 5 4 3 2 1 赤青えんぴつ 

✓ 授業の中では、シャープペンシルの使用は後期課程からとします。 

 前期課程の児童には、えんぴつを使用することで、力を入れるところやはらうところなど、筆圧

を調整して文字を書くトレーニングをさせたいと考えます。 

 後期課程になると書く量が増えたり、文字を書くマス目が小さくなったりすることからシャープ

ペンシルを使用することが利となる場合が増えるためです。 

✓ 色ボールペンは４年生から使用を可とします。赤青えんぴつを継続して使用してもかまいません。 

✓ 筆記用具の精選をお願いします。 

 多種多様な筆記用具を持ってくることで、注意が筆記用具に向いてしまうことなく、学習に向く

ように改善したいと考えます。 

✓ ノートに書くときに下敷きの使用を推奨します。 

 教科書の上にノートを広げて文字を書く児童生徒がいます。机の上にノートを置いて、平らで

硬い面で文字を書く習慣を付けていきたいです。 

○ 水筒について 

✓ 「水筒はロッカーに」を基本のスタイルとします。 

 机のわきにぶら下げると、通路を歩くときにストラップに足を引っかけて転倒してしまう事故が

心配されます。 

 授業の中であっても、水分補給の必要がある場合は足元に置いて適宜水分補給をできるよう

にします。 

○ 学習者用端末について 

✓ 家庭での充電をお願いします。 

 授業中にアダプタをコンセントにつなぐと、コードに足をかけて転倒する心配があります。 
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